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平成１６年度 決算報告書

国立大学法人 秋田大学

（単位：百万円）

区 分 予算額 決算額 差 額 備 考

（ ）決算－予算

収入

運営費交付金 １０,３２８ １０,３２８ ０

施設整備費補助金 ４０４ ５８ △３４６ （注１）

施設整備資金貸付金償還時補助金 ３２ ３２ ０

国立大学財務・経営センター施設費 ０ ０ ０

交付金

自己収入 １４,７７５ １３,６４８ △１,１２７

授業料及び入学金検定料収入 ２,８９９ ２,７９２ △１０７ （注２）

附属病院収入 １１,８０１ １０,７８１ △１,０２０ （注３）

財産処分収入 ０ ０ ０

雑収入 ７５ ７５ ０

産学連携等研究収入び寄附金収入等 ９０４ ８０６ △９８ （注４）

承継剰余金収入 ０ １０７ １０７ （注５）

長期借入金収入 ３６０ ３６０ ０

計 ２６,８０３ ２５,３３９ △１,４６４

支出

業務費 ２３,９６８ ２２,２９３ △１,６７５

教育研究経費 ９,９０７ ８,８５７ △１,０５０ （注６）

診療経費 １０,６６６ ９,６６４ △１,００２ （注７）

一般管理費 ３,３９５ ３,７７２ ３７７ （注８）

施設整備費 ７６４ ４１８ △３４６ （注９）

（ ）産学連携等研究経費及び寄附金 ９０４ ７７４ △１３０ 注１０

事業費等

長期借入金償還金 １,１６７ １,１６７ ０

計 ２６,８０３ ２４,６５２ △２,１５１

収入－支出 ０ ６８７ △６８７
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○予算と決算の差異について

（注１）施設整備費補助金については、平成１６年度政府補正予算で認められた事業の一部を平成

１７年度に繰越したために、決算金額が346百万円少額となっています。

（注２）授業料及び入学金検定料収入については、学生数の減により、予算金額に比して決算金額

が107百万円少額となっています。

（注３）附属病院収入については、主として入院患者数の減により、予算金額に比して決算金額が

が1,020百万円少額となっています。

（注４）産学連携等研究収入び寄附金収入等については、共同研究収入及び奨学寄附金収入の減に

より、予算金額に比して決算金額が98百万円少額となっています。

（注５）承継剰余金収入については、国立学校特別会計からの剰余金承継により、決算金額が107百

万円多額となっています。

（注６）教育研究経費については、主として教員人件費の縮減により、予算金額に比して決算金額

が1,050百万円少額となっています。

（注７）診療経費については、病院経営改善の観点から診療経費、運営経費の節減に努めたことと

入院患者の減による直接診療経費の減により、予算金額に比して決算金額が1,002百万円少額

となっています。

（注８）一般管理費については、管理的経費の抑制に努めたが、承継剰余金支出、退職手当の増、

労働安全衛生法対応経費等法人化に伴う新規経費の増により、予算金額に比して決算金額が

377百万円多額となっています。

（注９）注１に示した理由により、予算金額に比して決算金額が346百万円少額となっています。

（注１０）注４に示した理由及び奨学寄附金の平成１７年度への繰越により、予算金額に比して決

算金額が130百万円少額となっています。
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